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はじめに 

 

問答書を用いて教える所以は、使徒パウロのテモテへの「（キリスト・イエスにある信仰と愛

をもって）わたし(パウロ)から聞いた健全なことばを手本にしなさい」（第二テモテ１：１

３）という命令に基づいています。 

子供たちに問答を教えることを促進するため、ＰＣＣ（Pilgrim Covenant Church）では、

「聖書歴史問答」と「教理問答」のシリーズを採用しました。 

「聖書歴史問答」では、聖書を通じて進んでいく贖いの歴史をたどるのに対して、「教理問

答」では聖書のもっとも重要な教理を要約して、教義命題として並べてあります。 

この教会では二つの問答書が子供たちを教えるために採用されてきました。つまり、「ウェス

トミンスター小教理問答」と「幼い子供のための教理問答」のことです。「幼い子供のための

教理問答」は、「ウ小教理問答」を簡約化し、子供たちに紹介するために作り出されました。 

わたしたちの目的は、最終的には子供たちが小教理問答を長期記憶脳に記憶することですが、

「ウ小教理問答」が難しすぎて理解できない子供たちが、年齢に合った簡約なものから学ぶと

いう中間の段階を通ることは、良いことだと判断しました。子供たちが（まだ理解できないと

しても）すでに「ウ小教理問答」を暗記することができると考える親御さんは、もちろん、簡

約された教理問答を注釈として用いながら、「ウ小教理問答」を暗記させてください。 

子供たちに神の契約を教える責任は、主に両親（特に父親）にある、ということを再度強調し

たく思います。教理問答のクラスの先生たちは、大変短い時間のレッスンの後、一週間を通し

て教理問答を暗記してきた子供たちをテストします。ですから、毎回クラスの前に、子供たち

に答えの説明をしてあげることを、お父さんたちに強くお勧めします。 

わたしたちの天のお父様が、これらの方法を通して、わたしたちの契約の子供たちを祝福して

くださいますように。そして、御名の御栄光のために、御言葉の真実が子供たちの心に保た

れ、代々受け継がれていきますように。 

牧師 Ｊ．Ｊ．リム 



第 １ 課 

生きておられる、まことの神さま ― １ 

 

１． だれがあなたを造りましたか。 

神さまです。 

 

２． 神さまはなぜあなたを造りましたか。 

わたしたちが神さまの栄光をあらわし、神さまを永遠に喜ぶためです。 

 

３． どうすれば神さまの栄光をあらわすことができますか。 

神さまを愛し、神さまのご命令を守ることによってです。 

 

４． なぜあなたは、神さまの栄光をあらわさなければならないのですか。 

神さまがわたしを造り、わたしを守ってくださるからです。 

 

５． お一人より、多くの神さまがおられますか。 

ただお一人の神さまだけです。 

 

６． 木や石で作られた偶像はどうなのですか。 

それらは、偽の神々です。 

 

７． 生きておられるまことの神さまにはいくつの人格がありますか。 

三つの人格があります。 

 

８． それらの人格はだれですか。 

父と御子と聖霊です。 

 



 

９． 神さまを愛し、神さまに従う方法を、何から学びますか。 

ただ聖書のみからです。 

 

１０．だれが聖書を書きましたか。 

聖霊に満たされた、聖なる人々が書きました。 

 

 

暗唱聖句：「しかし、主はまことの神、 生ける神、とこしえの王。」 

                     （エレミヤ書１０：１０a） 



第 ２ 課 

生きておられる、まことの神さま ― ２ 

 

１１．神さまはどんな方ですか。 

     神さまは霊であり、無限、永遠の方で、変わることのない方です。 

 

１２．なぜ神さまが霊である、と言うのですか。 

     わたしたちのように、からだを持っておられないからです。 

 

１３．なぜ神さまは無限である、と言うのですか。 

神さまにはどのようなことでも制限がないからです。 

 

１４．なぜ神さまは永遠である、と言うのですか。 

神さまには、始まりも終わりもないからです。 

 

１５．なぜ神さまは変わることがない、と言うのですか。 

神さまは完全でおられ、よりよくなるとか、より悪くなるということがなく、その

ご意思を変えることがないからです。 

 

１６．神さまはどこにおられますか。 

どこにでもおられます。 

 

１７．神さまを見ることはできますか。 

いいえ、わたしには神さまを見ることができませんが、神さまはいつでもわたしを

見ることがおできになります。 

 



１８．神さまはすべてのことを知っておられますか。 

はい、神さまから隠れることの出来るものは何もありません。 

 

１９．神さまにはすべてのことがおできになりますか。 

はい、神さまは、その聖なるご意思に従って、すべてのことをおできになります。 

 

暗唱聖句：「神は霊ですから、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝しなければな 

     りません。」（ヨハネ４：２４） 



第 ３ 課 

創造と摂理 

 

２０．神さまの聖定とは何ですか。 

    神さまの聖定とは、永遠から定められたこの世界（宇宙）に対する神さまの計画 

  です。 

 

２１．永遠からとはいつのことでしたか。 

   この世界（宇宙）が存在する前のことでした。 

 

２２．神さまはどのようにして、その聖定を実行されたのですか。 

   創造と摂理のみわざによってです。 

 

２３．創造のみわざとは何ですか。 

    創造のみわざとは、神さまが、すべてのものを無から、六日の間に造られたこと 

       です。 

 

２４．創造のはじめの状態はどんなでしたか。 

         とてもよかったです。 

 

２５．神さまはなぜすべてのものを造られたのですか。 

          神さまご自身の栄光のためです。 

 

 



２６．神さまの摂理のみわざとはなんですか。 

          神さまの摂理のみわざとは、神さまが宇宙で起こるすべての事を、起こしておら 

                 れる、ということです。 

 

２７．神さまはなぜ、すべてのことがこのように起こるようになさっているのですか。 

          神さまご自身の栄光と、神さまの選びの民の益のためにです。 

 

２８．神さまの選びの民とはだれですか。 

          永遠から神さまが愛されている者たちです。 

 

暗唱聖句： 「遠い大昔のことを思い出せ。 

      わたしが神である。ほかにはいない・・・。 

      わたしのような神はいない。 

      『わたしのはかりごとは成就し、 

      わたしの望む事をすべて成し遂げる。』と言う。」（イザヤ４６：９－１０） 



第 ４ 課 

人間と行いの契約 

 

２９．神さまは、人間をどのようにお造りになられましたか。 

神さまは、わたしたちの一番はじめの先祖を、ご自身のかたちに造られました。 

 

３０．わたしたちの一番はじめの先祖は、だれとだれでしたか。 

アダムとエバです。 

 

３１．神さまはわたしたちの一番はじめの先祖をどのように造られましたか。 

神さまはアダムの体を土からお造りになり、アダムの体からエバを造られまし

た。 

 

３２．神さまはアダムとエバに、体のほかに何を与えられましたか。 

神さまは、決して死ぬことのない魂を、お与えになりました。 

 

３３．あなたは、 体と同じように魂を持っていますか。 

       はい、わたしは決して死ぬことのない魂を持っています。 

 

３４．あなたは魂を持っていることが、どうしてわかりますか。 

 聖書がそう教えているからです。 

 

３５．神さまは、アダムとエバをどのような状態に造られましたか。 

神さまは、アダムとエバを、きよく幸福にお造りになりました。 

 



３６．契約とは何ですか。 

二人、またはそれ以上の人と人との間の誓いによって結び付けられている友情の

絆です。 

 

３７．神さまは、アダムとどんな契約を結ばれましたか。 

行いの契約です。 

 

３８．神さまは行いの契約の中で、アダムにどうしなくてはならないと要求されましたか。 

神さまに完全に従うことです。 

 

３９．神さまは行いの契約で、何をお約束になりましたか。 

  アダムが神さまに従えば、アダムに命を与えられると神さまはお約束されまし 

      た。 

 

４０．神さまは行いの契約で、どのような注意をなさいましたか。 

  もしアダムが神さまに従わないならば、死をもって罰せられるということです。 

 

暗唱聖句： 「神はこのように、人をご自身のかたちに創造された。神のかたちに彼を創造  

       し、男と女とに彼らを創造された。」 （創世記１：２７） 

 

 

 

 

 

 



第 ５ 課 

人間の堕落 

 

４１．アダムは行いの契約を守りましたか。  

いいえ、アダムは神さまに対して罪を犯しました。 

 

４２．罪とは何ですか。  

罪とは神さまの律法への一致に少しでも欠けること、あるいは神さまの律法にそ

むくことです。 

 

４３．「律法への一致に欠ける」とは、どういうことですか。 

神さまの求めておられる者にならないこと、神さまの求めておられることをしな

いことです。 

 

４４．「律法にそむくと」は、どういうことですか。 

神さまが禁じておられることを、することです。 

 

４５．わたしたちの最初の先祖の罪は、何でしたか。 

禁じられていた木の実を食べたことです。 

 

４６．この罪に彼らを誘惑したのはだれですか。 

悪魔がエバを誘惑し、エバがアダムに実を与えました。 

 

４７．わたしたちの最初の先祖が、罪を犯したとき、彼らに何が起こりましたか。 

きよく幸福であるかわりに、罪深く、みじめになりました。 

 



４８．行いの契約は、アダム一人のためのものでしたか。 

いいえ、アダムは彼の子孫全体を代表していました。 

 

４９．アダムの子孫とはだれですか。 

主イエスを除く、アダムから出たすべての男、女、子供たちのことです。 

 

５０．アダムの罪はすべての人間にどんな影響を及ぼしましたか。 

すべての人間が、罪深く、みじめな状態で生まれてくることになりました。 

 

 

 

暗唱聖句：「わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意 

      を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」  

                                （創世記３：１５） 

 



第 ６ 課 

原 罪 

 

５１．わたしたちが、アダムから受けつぐ罪深い性質を何といいますか。 

原罪といいます。 

 

５２．原罪には何が含まれていますか。 

アダムのはじめの罪にあって有罪であることと、罪深い性質です。 

 

５３．アダムにあって有罪であるとは、どういうことですか。 

アダムのゆえに、神さまの目には罪人である、ということです。 

 

５４．罪深い性質にあるとは、とういうことですか。 

わたしの心の状態が罪人であって、わたしのするすべてにおいて罪をおかしてい

る、ということです。 

 

５５．すべての罪はどのような報いを受けますか。 

神さまの怒りとのろいを受けます。 

 

５６．この罪深い性質のまま天国へ行くことができますか。 

いいえ、天国にふさわしいものとされる前に、わたしたちの心が変えられなけれ

ばなりません。 

 

５７．心の変わることを何といいますか。 

再生といいます。 

 



５８．罪人の心を変えることのできるのはだれですか。 

聖霊だけです。 

 

５９．行いの契約によって救われる人はありますか。 

だれ一人、行いの契約によっては救われません。 

 

６０．なぜ、だれ一人、行ないの契約によっては救われないのですか。 

なぜなら、わたしたちすべての人が行いの契約を破っており、そのために罪と定

められているからです。 

 

暗唱聖句： 「あなたがたは自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって、・・・ほかの人

たちと同じように、生まれながら御怒りを受けるべき子らでした。」            

                               （エペソ２：１、３ｂ） 

 

  



第 ７ 課 

恵みの契約 ― １ 

 

６１．父なる神さまは、だれと恵みの契約を結ばれましたか。 

神さまの永遠の御子キリストです。 

 

６２．キリストは、恵みの契約でだれの代表となられましたか。 

キリストの選びの民です。 

 

６３．キリストは恵みの契約で何をお引き受けになりましたか。 

ご自分の民のために、律法をすべて守ることと、その民の罪のための罰を受ける

ことです。 

 

６４．わたしたちの主イエス・キリストは、罪に誘惑されるということが、どういうことかを 

   ご存知でしたか。  

 

はい。わたしたちの主イエス・キリストは、すべてにおいてわたしたちと同じよ

うに誘惑にあわれました。 

 

６５．わたしたちの主イエス・キリストは、少しでも罪を犯されましたか。 

いいえ、わたしたちの主イエス・キリストは、きよく、罪なく、汚れのない方で

した。 

 

６６．どのようにして、神さまの御子が苦しみを受けることができたのですか。 

神さまの御子キリストは、わたしたち人間と同じからだで、神さまに従い、苦し

みを受けるために人となられました。 

 



６７．あがないとはどんなことですか。 

キリストが罪人のかわりに、苦しみを受け、死ぬことによって、神さまの正義を

満足させることです。 

 

暗唱聖句： 「しかし定めの時が来たので、神はご自分の御子を遣わし、この方を、女から生

まれた者、また律法の下にある者となさいました。これは律法の下にある者を贖

い出すためで、その結果、私たちが子としての身分を受けるようになるためで

す。」  （ガラテヤ４：４－５） 

 



第 ８ 課 

恵みの契約 ― ２  

 

６８．父なる神さまは、恵みの契約で何をお引き受けになりましたか。 

キリストが身代わりとなって死なれた人たちを、義と認め、ご自分の子とされ、

聖化されることです。 

 

６９．義認とは、どんなことですか。 

神さまが罪人をお赦しになり、一度も罪を犯したことがなかったようにあつかわ

れることです。 

 

７０．聖化とは、どんなことですか。 

神さまが罪人を、心と行いにおいて、きよく変えて下さることです。 

 

７１．ご自分の子とされる、とはどんなことですか。 

神さまがわたしたちをご自分の家族のうちに受け入れられ、ご自分の子としてく

ださることです。 

 

７２．だれのために、キリストは従い、苦しまれたのですか。 

父なる神さまが、キリストに与えられた、選びの民のためです。 

 

７３．キリストは、この世でどのような生活を送られましたか。 

  貧しさと、苦しみの生活でした。 

 

 

 



７４．キリストはどのような死にかたをされましたか。 

苦しく、はずかしい、十字架の死でした。 

 

暗唱聖句： 「わたしは良い牧者です。わたしはわたしのものを知っています。また、わたし

のものは、わたしを知っています。それは、父がわたしを知っておられ、わたし

が父を知っているのと同様です。また、わたしは羊のためにわたしのいのちを捨

てます。」  （ヨハネ１０：１４－１５） 

 



第 ９ 課 

悔い改めと信仰について 

 

７５．だれが救われるのでしょうか。 

ただ神に選ばれた者たちだけです。 

 

７６．どのようにして、あなたは神に選ばれた者であると知ることができますか。 

わたしは罪を悔い改め、キリストを信じ、きよい生活を送ります。 

 

７７．悔い改めるとはどんなことですか。 

罪は神さまに嫌われていますから、罪を悲しみ、憎み、そして捨て去ることで

す。 

 

７８．キリストを信じる、またはキリストに信仰を置く、とはどんなことですか。 

救われるために、ただキリストにより頼むことです。 

 

７９．救われるとはどんなことですか。 

罪の力から解放され、永遠の命を持つことです。 

 

８０．永遠の命を持つとはどんなことですか。 

今日も、そして永遠に、キリストにあって神さまを知り、神さまを喜ぶことで

す。 

 

８１．あなたは自分の力で、悔い改めをして、キリストを信じることができますか？ 

いいえ、神さまの聖霊の力がなくては、どのような良いこともできません。 



８２．どうすれば聖霊の力をいただくことができますか。 

  神さまに、聖霊をいただくために祈らなくてはなりません。 

 

８３．キリストが死なれたのは、どれくらい前のことですか。 

  約２０００年前です。 

 

８４．キリストが来られる前の、信仰深い人たちは、どのようにして救われましたか。 

  やがて来てくださる救い主を信じて救われました。 

 

８５．その人たちは、自分たちの信仰をどのようにあらわしましたか。 

  神さまの祭壇に、いけにえをささげることによってです。 

 

８６．そのようないけにえは、何をあらわしましたか。 

  罪人のために死なれる神の子羊、キリストをあらわしました。 

 

 

暗唱聖句： 「あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自

身から出たことではなく、神からの賜物です。行ないによるのではありません。

だれも誇ることのないためです。」（エペソ２：８－９） 

 



第 １０ 課 

キリストの三つの務め(職務) 

 

８７．キリストは、いくつの務めを持っておられますか。 

キリストは三つの務めを持っておられます。 

 

８８．何と何と何ですか。 

預言者・祭司・王の務めです。 

 

８９．キリストはどのような面で預言者なのですか。 

キリストは、わたしたちに神さまのみこころを教えてくださいます。 

 

９０．キリストはどのような面で祭司なのですか。 

キリストは、わたしたちの罪のために死なれ、わたしたちのために神さまにとり

なしをしてくださいます。 

 

９１．キリストはどのような面で王なのですか。 

キリストは、わたしたちを治め、わたしたちを守ってくださいます。 

 

 ９２．どうして、あなたは預言者としてのキリストが必要ですか。 

  わたしは何もわからないからです。 

 

 ９３．どうして、あなたは祭司としてのキリストが必要ですか。 

  わたしには罪があるからです。 

 

 



 ９４．どうして、あなたは王としてのキリストが必要ですか。 

 

  わたしは弱く、無力だからです。 

 

暗唱聖句： 「神は唯一です。また、神と人との間の仲介者も唯一であって、それは人として

のキリスト・イエスです。」（第一テモテ２：５） 



第 １１ 課 

十 戒 

 

９５．神さまはシナイ山でいくつの戒めをお与えになりましたか。 

十の戒めです。 

 

９６．十の戒めは時に何と呼ばれますか。 

十戒と呼ばれます。 

 

９７．はじめの四つの戒めは、何を教えていますか。 

わたしたちの、神さまへの義務です。 

 

９８．次の六つの戒めは、何を教えていますか。 

わたしたちの、隣人への義務です。 

 

９９．十の戒めはひとことでまとめると、何ですか。 

心を尽くして神さまを愛し、自分と同じように隣人を愛することです。 

 

 

１００．あなたの隣人とはだれですか。  

     わたしが親切にすることのできる人はだれでも、わたしの隣人です。 

 

１０１．神さまは、神さまを愛し、神さまに従う人たちを、お喜びになりますか。 

はい、神さまは、「わたしを愛する者をわたしは愛する（箴言８：１７）」と言

っておられます。 



１０２．神さまは、神さまを愛さず、神さまに従わない人たちを、おきらいになりますか。 

はい、「神は日々悪者に怒られます。」（詩篇７：１１）（新欽定訳より和訳） 

 

 

暗唱聖句： 「そこで、イエスは彼に言われた。『心を尽くし、思いを尽くし、知力を尽くし

て、あなたの神である主を愛せよ。』これがたいせつな第一の戒めです。『あな

たの隣人をあなた自身のように愛せよ。』という第二の戒めも、それと同じよう

にたいせつです。」（マタイ２２：３７－３９） 

 



第 １２ 課 

第一から第三の戒め 

 

１０３．第一の戒めは何ですか。 

第一の戒めは、「あなたはわたしのほかに、何ものをも神としてはならない」で

す。 

 

１０４．第一の戒めは、わたしたちに何を教えていますか。 

神さまだけを礼拝することです。 

 

１０５．第二の戒めは何ですか。 

第二の戒めは「あなたは、自分のために、偶像を造ってはならない。上の天にあ

るものでも、下の地にあるものでも、地の下の水の中にあるものでも、どんな形

をも造ってはならない。それらを拝んではならない。それらに仕えてはならな

い。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神、わたしを憎む者には、父の咎を

子に報い、三代、四代にまで及ぼし、わたしを愛し、わたしの命令を守る者に

は、恵みを千代にまで施すからである。」です。 

 

１０６．第二の戒めは、わたしたちに何を教えていますか。 

神さまが指定された方法のみで神さまを礼拝することです。 

 

１０７．第三の戒めは何ですか。 

第三の戒めは「あなたは、あなたの神、主の御名を、みだりに唱えてはならな

い。主は、御名をみだりに唱える者を、罰せずにはおかない。」です。 

 

 

 



１０８．第三の戒めは、わたしたちに何を教えていますか。 

  神さまの御名と、御言葉と、御わざをおそれ敬うことです。 

 

暗唱聖句： 「主のみおしえは完全で、たましいを生き返らせ、主のあかしは確かで、 

わきまえのない者を賢くする。」 （詩篇１９：７）



第 １３ 課 

第四の戒め 

 

１０９．第四の戒めは何ですか。 

第四の戒めは「安息日を覚えて、これを聖なる日とせよ。六日間、働いて、あな

たのすべての仕事をしなければならない。しかし七日目は、あなたの神、主の安

息である。あなたはどんな仕事もしてはならない。──あなたも、あなたの息

子、娘、それにあなたの男奴隷や女奴隷、家畜、また、あなたの町囲みの中にい

る在留異国人も──それは主が六日のうちに、天と地と海、またそれらの中にい

るすべてのものを造り、七日目に休まれたからである。それゆえ、主は安息日を

祝福し、これを聖なるものと宣言された。」です。 

 

１１０．第四の戒めは、わたしたちに何を教えていますか。 

安息日をきよく守ることです。 

 

１１１．一週間のどの日が、キリスト教の安息日ですか。 

主の日と呼ばれる一週間の最初の日です。 

 

１１２．なぜ、その日を主の日と呼びますか。 

その日に、キリストが死人の中からよみがえられたからです。 

 

１１３．安息日は、どのように過ごしたらよいでしょうか。 

祈りと讃美をささげ、神さまの御言葉を聞き、また読み、ほかの人々のために良

いことをして過ごします。 

 

暗唱聖句： 「したがって、安息日の休みは、神の民のためにまだ残っているのです。                                       

（ヘブル４：９） 



第 １４ 課 

第五から第七の戒め 

 

１１４．第五の戒めは何ですか。 

第五の戒めは、「あなたの父と母を敬え。あなたの神、主が与えようとしておら

れる地で、あなたの齢が長くなるためである。」です。 

 

１１５．第五の戒めは何を教えていますか。 

わたしたちの両親や先生たちを愛し、従うことです。 

 

１１６．第六の戒めは何ですか。 

第六の戒めは、「殺してはならない」です。 

 

１１７．第六の戒めは、何を教えていますか。 

思いと言葉と行いにおいて平和を保ち、愛を持つこと、また、怒りを避けること

です。 

 

１１８．第七の戒めは何ですか。 

第七の戒めは、「姦淫してはならない」です。 

 

１１９．第七の戒めは、何を教えていますか。 

  心と言葉と行いにおいて、清くあることです。 

 

１２０．第八の戒めは何ですか。 

  第八の戒めは、「盗んではならない」です。 



１２１．第八の戒めは、何を教えていますか。 

  正直であり、よく働くことです。 

 

暗唱聖句：「子供たちよ。主にあって両親に従いなさい。これは正しいことだからです。」 

                                 （エペソ６：１） 



第 １５ 課 

第九から第十の戒め 

 

１２２．第九の戒めは何ですか。 

第九の戒めは「あなたの隣人に対し、偽りの証言をしてはならない」です。 

 

１２３．第九の戒めは、何を教えていますか。 

真実を言うこと、そして、決して嘘は言わないことです。 

 

１２４．第十の戒めは何ですか。 

第十の戒めは、「あなたの隣人の家を欲しがってはならない。すなわち隣人の

妻、あるいは、その男奴隷、女奴隷、牛、ろば、すべてあなたの隣人のものを、

欲しがってはならない。」です。 

 

１２５．第十の戒めは、何を教えていますか。 

自分の生活に満足していることです。 

 

１２６．これらの十の戒めを、完全に守ることのできる人があるでしょうか。 

アダムが堕落してからは、だれ一人十の戒めを完全に守った者はおらず、また完

全に守ることのできる人はいません。 

 

１２７．十の戒めは、わたしたちにとって、どのような役目を果たしているのですか。 

十の戒めは、わたしたちの義務を教え、またわたしたちに救い主が必要であるこ

とを示しています。 

 

 



１２８．わたしたちはどのように十の戒めを守らなくてはなりませんか。 

  主イエスへの愛と感謝の心から、十の戒めに従わなくてはなりません。 

 

暗唱聖句：「結局のところ、もうすべてが聞かされていることだ。神を恐れよ。神の命令を守 

れ。これが人間にとってすべてである。」（伝道者の書１２：１３）



第 １６ 課 

主の祈り 

 

１２９．祈りとは何ですか。 

祈りとは、神さまが与えると約束してくださったものを、神さまに求めることで

す。 

 

１３０．わたしたちは、だれのお名前によって祈らなければなりませんか。 

キリストの御名によってのみ祈ります。 

 

１３１．わたしたちに祈り方を教えるために、キリストは何を与えてくださいましたか。 

   主の祈りです。 

 

１３２．主の祈りを言ってごらんなさい。 

天にまします我らの父よ、願わくは御名を崇めさせたまえ。 

御国を来たらせたまえ。 

御心の天になるごとく、地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯すものを我らが赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試みに合わせず、悪より救い出したまえ。 

国と力と栄えとは、限りなく汝のものなればなり。アーメン。 

 

１３３．主の祈りの中には、いくつの願いがありますか。 

六つあります。 

 

 



暗唱聖句：「求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれば見つかります。 

     たたきなさい。そうすれば開かれます。」（マタイ７：７） 



第 １７ 課 

第一から第三の願い 

 

１３４．第一の願いは何ですか。 

「御名を崇めさせたまえ」です。 

 

１３５．第一の願いでは、何を求めて祈りますか。 

神さまの御名が、わたしたちやすべての人によって敬われるように、と祈りま

す。 

 

１３６．第二の願いは何ですか。 

  「御国を来たらせたまえ」です。 

 

１３７．第二の願いでは、何を求めて祈りますか。 

福音が全世界でのべ伝えられ、わたしたちや他の人たちがみな、それを信じて従

うように、と祈ります。 

 

１３８．第三の願いは何ですか。 

「御心の天になるごとく地にもなさせたまえ」です。 

 

１３９．第三の願いでは、何を求めて祈りますか。 

  天で御使いがしているように、地上の人たちも神さまに仕えるように、と祈りま 

      す。 

 

暗唱聖句：「私たちの主、主よ。あなたの御名は全地にわたり、なんと力強いことで 

                しょう。あなたはご威光を天に置かれました。」（詩篇８：１） 



第 １８ 課 

第四から第六の願い 

 

１４０．第四の願いは何ですか。 

「我らの日用の糧を、今日も与えたまえ」です。 

 

１４１．第四の願いでは、何を求めて祈りますか。 

神さまが、わたしたちの身体と魂に必要な物を、みなくださるように、と祈りま

す。 

 

１４２．第五の願いは何ですか。 

  「我らに罪を犯す者を、我らが赦すごとく、我らの罪をも赦したまえ」です。 

 

１４３．第五の願いでは、何を求めて祈りますか。 

神さまが、キリストによって、わたしたちの罪を赦してくださるように、またわ

たしたちに悪いことをした人を、わたしたちも赦すことができるように、と祈り

ます。 

 

１４４．第六の願いは何ですか。 

  「我らを試みに会わせず、悪より救い出したまえ」です。 

 

１４５．第六の願いでは、何を求めて祈りますか。 

  神さまが、わたしたちを罪から守って下さるように、と祈ります。 

 

 



暗唱聖句：「だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうすれば、それに加え 

                て、これらのものはすべて与えられます。」（マタイ６：３３） 



第  １９  課 

恵みの手段 

 

１４６．恵みの手段とはなんですか。 

わたしたちがキリストにあって成長するために、神さまがお定めになった手段で

す。 

 

１４７．普通の恵みの手段とは何ですか。 

神さまの言葉を読むこと、聞くこと、礼典の執り行うこと、祈りです。 

 

１４８．礼典はいくつありますか。 

  二つあります。 

  

１４９．何と何ですか。 

洗礼と主の晩餐です。 

 

１５０．だれがこれらの礼典をお定めになったのですか。 

  主イエス・キリストです。 

 

１５１．なぜキリストはこれらの礼典をお定めになったのですか。 

キリストの弟子たちと、この世の人たちとを区別し、また弟子たちをなぐさめ力

づけるためです。 

 

 

 



暗唱聖句：「イエスは近づいて来て、彼らにこう言われた。『わたしには天においても、地に 

     おいても、いっさいの権威が与えられています。それゆえ、あなたがたは行って、 

     あらゆる国の人々を弟子としなさい。そして、父、子、聖霊の御名によってバプテ 

     スマを授け、また、わたしがあなたがたに命じておいたすべてのことを守るよう 

     に、彼らを教えなさい。見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたと 

     ともにいます。」（マタイ２８：１８－２０） 



第 ２０ 課 

洗 礼（バプテスマ） 

 

１５２．洗礼では、どんなしるしが用いられますか。 

水で洗うしるしです。 

 

１５３．水で洗うことはどのようなことをあらわしていますか。 

わたしたちが、キリストの血によって罪から清められたことをあらわしていま

す。 

 

１５４．わたしたちは、だれの名によって洗礼を受けますか。 

  父と子と聖霊の名によってです。 

 

１５５．だれが洗礼を受けるのですか。 

信者と、その子供たちです。 

 

１５６．なぜ信者の子供たちは洗礼を受けるべきなのですか。 

  契約の約束が彼らのものでもあるからです。 

 

１５７．キリストは小さい子供たちを愛しておられますか。 

はい。キリストはこうおっしゃっています。「子どもたちを許してやりなさい。

邪魔をしないでわたしのところに来させなさい。天の御国はこのような者たちの

国なのです。」（マタイ１９：１４） 

 

 



１５８．洗礼を受けると、どのようなことが求められますか。 

  本当にキリストに従う者となることです。 

 

１５９．洗礼を受けた子供たちは、クリスチャンなのですか。 

  はい。でも、心から悔い改め、キリストを信じる者だけが救われます。 

 

暗唱聖句：「なぜなら、この約束は、あなたがたと、その子供たち、ならびにすべての遠くに 

     いる人々、すなわち、私たちの神である主がお召しになる人々に与えられて 

     いるからです。」（使徒２：３９） 



第 21 課 

主の晩餐 

１６０．主の晩餐とは何ですか。 

キリストの苦しみと死とを覚えて、パンを食べ、ぶどう酒を飲むことです。 

 

１６１．パンは何をあらわしますか。 

わたしたちの罪のためにさかれた、キリストの体をあらわします。 

 

１６２．ぶどう酒は何をあらわしますか。 

  わたしたちの救いのために流された、キリストの血をあらわします。 

 

１６３．主の晩餐にあずかれるのはだれですか。 

罪を悔い改め、救いのためにキリストを信じ、同じ信仰の仲間を愛する人たちだ

けです。 

 

１６４．どのように主の晩餐をいただくべきですか。 

  心に主イエス・キリストへの信仰と愛を持っていただくべきです。 

 

１６５．主の晩餐をふさわしくいただく者たちには、どのような益を受けますか。 

  霊的な養いと恵みによる成長です 。 

 

１６６．主の晩餐をふさわしくないままでいただくものは、何を受けますか。 

  神さまの裁きです。 

 



暗唱聖句：「ですから、あなたがたは、このパンを食べ、この杯を飲むたびに、主が来られる 

     まで、主の死を告げ知らせるのです。」（第一コリント１１：２６） 

  



第 ２２ 課 

終末(最後)のこと 

 

１６７．キリストは十字架にかけられた後、墓の中にずっとおられましたか。 

いいえ。キリストは死なれてから三日目に、墓からよみがえられました。 

 

１６８．キリストは、今どこにおられますか。 

天におられます。そこでわたしたちのために、とりなしてくださっています。 

 

１６９．キリストは、また来られますか？ 

  はい。終わりの日にキリストはこの世を裁くために来られます。 

 

１７０．人は死ぬと、どうなるのでしょうか。 

体はちりにかえり、魂は霊の世界に行きます。 

 

１７１．死人の体は、再び生き返るのでしょうか。 

  はい。「ラッパが鳴ると、…死者はよみがえります」 

                     （第Ⅰコリント１５：５２）             

 

１７２．裁きの日に、悪人はどうなるのでしょうか。 

  地獄に投げ込まれます。 

 

１７３．地獄とは、どんなところですか。 

  恐ろしい、終わりのない苦しみと罰の場所です。 



１７４．義人は、どうなるのでしょうか。 

  天国に迎えられます。 

 

１７５．天国とは、どんなところですか。 

栄光に満ちた、幸せなところです。そして義人はそこで永遠に主と共にいます。 

 

暗唱聖句：「終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者 

     は朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。」 

                             （第一コリント１５：５２） 

  



第 ２３ 課 

宗教改革の歴史 １ 

 

１．宗教改革とは何ですか。 

  宗教改革とは、ローマカトリック教会の間違った教えから、聖書のみの真理に立ち 

  返るための変化です。 

 

２．ジョン・ウィクリフとはだれですか。 

  ジョン・ウィクリフは、聖書を英語に翻訳しました。 

 

３．ヤン・フスとはだれですか。 

   ヤン・フスは、聖書の素晴らしい真理を、自分の国ボヘミアで教えました。 

 

４．ヨハネス・グーテンベルクとはだれですか。 

   ヨハネス・グーテンベルクは、活版印刷を発明したドイツ人です。 

 

５．マルティン・ルターとはだれですか。 

     マルティン・ルターは、人は信仰によってのみ救われることを教えて、ドイツで宗 

     教改革を始めました。 

 

６．フルドリッヒ・ツヴィングリとはだれですか。 

    フルドリッヒ・ツヴィングリは、スイスのチューリッヒに宗教改革をもたらした人で 

    す。 

 



暗唱聖句：「こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のようにわたしたちを取り巻 

     いているのですから、私たちも、いっさいの重荷とまとわりつく罪とを捨て 

     て、私の前に置かれている競争を忍耐をもって走り続けようではありませ 

     んか。」（ヘブル１２：１） 



第 ２４ 課 

宗教改革の歴史 ２ 

 

７．ウィリアム・ファレルとはだれですか。 

  ウィリアム・ファレルは、燃えるような説教で、スイスのジュネーブに宗教改革を 

  もたらした人です。 

 

８．ジャン・カルヴァンとはだれですか。 

  ジャン・カルヴァンはその教えによって、教理と礼拝において、宗教改革をよりよ 

  いものに、またより確実なものにしたフランス人牧師です。 

 

９．ジョン・ノックスとはだれですか。 

     ジョン・ノックスは宗教改革をスコットランドにもたらすのを手伝ったスコットラ 

     ンド人牧師で、長老派の創始者です。 

 

１０．ウェストミンスター会議とはなんですか。 

わたしたちが今も用いている信仰告白と教理問答を書くために、約３６０年前に

ロンドンのウェストミンスター寺院に集まった信仰深い人々の会議です。 

 

暗唱聖句：「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。イエス 

     は、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍 

     び、神の御座の右に着座されました。」（ヘブル１２：２） 

 

 

 



第 ２５ 課 

カルヴィニズムの五特質 

 

１．カルヴィニズムの五特質とは何ですか。 

  わたしたちの救いについて、ジョン・カルヴァンが聖書から教えたことを要約した 

  ものです。 

 

２．カルヴィニズムの第一の特質は何ですか。 

全的堕落、すなわち、人間はすること、考えること、言うことにおいて、その性

質が罪深いので、自分自身を救うことができない、ということです。 

 

３．カルヴィニズムの第二の特質は何ですか。 

無条件的選び、すなわち、選ばれた者は、彼らのうちに何らかの善があるからで

はなく、神さまのご好意によって選ばれる、ということです。 

 

４．カルヴィニズムの第三の特質は何ですか。 

限定的贖罪、すなわち、キリストは、神さまに選ばれた者だけを救うために苦し

まれ、死なれた、ということです。 

 

５．カルヴィニズムの第四の特質は何ですか。 

不可抗的恩恵、すなわち神さまに選ばれた者は、聖霊様が彼らのうちに信仰を働

かせてくださるので、間違いなく救われる、ということです。 

 

 

 



６．カルヴィニズムの第五の特質は何ですか。 

聖徒の堅忍、すなわち、真のクリスチャンは、クリスチャンでなくなることは絶

対にない、ということです。 

 

暗唱聖句： 「『キリスト・イエスは、罪人を救うためにこの世に来られた。』ということば 

      は、まことであり、そのまま受け入れるに値するものです。私はその罪人の 

      かしらです。」（第一テモテ１：１５） 

 


